
南阿蘇ビジターセンター
阿蘇高森自然だより

問	南阿蘇ビジターセンター　☎０９６７−６２－０９１１

　木々が木の葉を落とし、野草園は寂しくなりましたが、おかげで、
冬鳥の姿がよく見られるようになりました。
　獲物を狙う目でドングリを食べるカケス、冠羽が特徴的なヒレン
ジャク。かわいらしいキクイタダキにルリビタキ、渓流の歌姫ミソ
サザイ　等々…
　ひっとそりとした野草園は、時として、小鳥たちの音楽会場とな
ります。

　令和元年12月15日（日）から公募展“とりどりの作品展”が開
催されています。写真、トールペインティング、アクリル画、竹細
工等、とりどりの作品が並びます。
　１月31日（金）までの展示です。どうぞ足をお運びください。
　寒い日には、人気の薪ストーブにも火を入れます。

写真は阿蘇地区パークボランティア増田泰夫さん撮影
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　令和２年２月１日を基準日として、2020農
林業センサスが実施されます。
　農林業センサスは、５年に１度行われる国の
基幹統計調査で、農林業の実態と変化を明らか
にし、農林業施策の企画・立案・推進に欠かせ
ない調査です。農家や林家を対象とした「農林
業経営体調査」と、各集落の精通者を対象とし
た「農山村地域調査」が実施されます。
　令和２年１月から、調査員がご自宅等を訪問
いたしますので、調査の対象となる方について
は、ご協力をお願いいたします。

　2019年11月13日（水）らくだ山の草原で、地元の村山牧野の皆さ
んと高森東学園義務教育学校４年生の４名、町外から参加したボランテ
ィアの方々が協力して草小積みを製作しました。
　草小積みは、野草を乾燥させた干し草を束ね、積み上げて作る、草の
保存庫のようなもの。近年は、牧草地への転換や機械化等が進み、見か
けることは少なくなりましたが、昭和40年代頃までは、阿蘇の草原に
ずらりと並び、その姿は秋から冬にかけての風物詩でした。
　阿蘇地域世界農業遺産推進協会では、草小積みの技術伝承と阿蘇独特
の景観の保全、ならびに野草の利活用
促進を目的として、2016年度より各
地の牧野組合にご協力いただき草小積
みを製作・展示しています（2019年
度は阿蘇郡市内６ヶ所で計24基を設
置）。
　今年度、高森町では村山牧野組合を
中心に「高森の子どもたちに伝える」
ため、はじめて学校教育と連携して「草
小積み」の体験学習を実施しました。
　村山牧野の草小積みは、月廻り公園
向かいのらくだ山のふもとに計４基製
作・展示しており、春の野焼き前まで
見ることができます。

問	政策推進課　政策企画係	
☎０９６７－６２－２９１３（直通）

問	阿蘇地域世界農業遺産推進協会	
草小積み再生プロジェクト事務局　阿蘇グリーンストック	
☎０９６７－３２－３５００

2020農林業センサスが
実施されます

なつかしい草原の風物「草小積み」を展示しています

カケス ヒレンジャク ルリビタキ
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